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大雪山が噴火し、流れた溶岩が
冷えた時に、柱状節理、 板状節
理と呼ばれる規則正しい結晶を
作りました。
そこへ石狩川の流れが浸食し、

深い谷となったのが層雲峡です。
層雲峡には、 地下水が節理の割

れ目から流れ落ちる幾筋もの滝
が見られ、 その代表的なものが、
銀河の滝 （写真右） と流星の滝
（写真左） です。
流星の滝は水量が多く 、 川底
を削る浸食作用大きい為、滝口が
銀河の滝より低くなっています。
なお、銀河の滝と流星の滝は別

の水系です。
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20 1 8年の大晦日 、 私は日本
海沿いにある、 山形県のあつみ
温泉にきていました。
冬の日本海は、 北西の風が吹き

つけ、 波が高く 、鉛色の雲が低く
立ち込めています。
この年、 私は二人の身内を亡く

し、 更に親しくしていただいた

同僚が他界されて、 悲しみの1年
でした。

何気なく逆巻く海を見ていると 、
突然鉛色の雲が晴れ、 入日が海面
を照らしました。
この時ふと、 「 日はまた昇る」 の

書名が頭をよぎりました。
明日の初日はどんなだろう ？明日

から始る1年はどんなだろうか？
悲しみが希望に変わった瞬間でし

た。
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１
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石垣島から南へ5 6 km・ 波照間
（はてるま） 島は、 有人の島では、
最南端の島だ。

1 2月上旬～翌年の6月上旬の
問は、 南十字星の4つの星のうちの
3つが観測できる。
戦時下、 ここの小学生は石垣島に

集団疎開した。 そして、 マラリアに
罹り 、 病苦の果てに命を落とした。
その苦しみの詩を波照間小学校

の児童全員で、校舎の塀に書いた。
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石垣島など、 本邦南端の島々
を先島 （さきしま） 諸島と呼ぶ
西表 （いりおもて） 島もその

一つだ。
西表島から400mの目と鼻

の先にある由布 （ゆふ） 島へは
浅瀬を水牛車が往復している。
水牛は動物だから、 小用を

足す時、 歩みを止める。 もちろ
ん、 文句を言う人はいない。
尿 （しと ） の間の数分間は、

まるで、 時間が止まったようだ
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「三陸」 とは、 東北地方の太平洋
側の旧国名の3つの国、 陸奥 （むつ
＝青森県） 、 陸中 （岩手県） 、 陸前
（岩手県南部～宮城県中央部） 国名
に共通する文字「陸」 の上に3つ
の国の 「三」 を冠した呼び方です。
今年 （ 2 0 1 9年） 3月、 三陸鉄
道はJR山田線宮古・釜石問をJR
から経営移管し、 久慈 （ くじ＝陸
奥） と宮古 （みやこ＝陸中） 、 盛
（さかり＝陸前） を結ぶ、 文字通り
の 「三陸鉄道」 になりました。
被災当時、 三陸鉄道北リアス線は

僅か5 日で久慈、 陸中野田問を部分
開業。 「あ、 三鉄が動いている ！ 」
と沿線住民に大きな励ましを与えま
した。

今度の1 6 3 1皿に及ぶ全線開業」
は、 沿線住民の足になるだけでな
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